




講習会の意義と提案
・大会運営、新歓の地域をこえた情報共有場所が必要

・開催負担の上昇や高度化にプロ視点から

・ノウハウの標準化、最低ライン、マナー教育

・大学大会の開催安定化に寄与

・公認大会の開催要件遵守、資格必須

・できれば毎年、せめて隔年でクラブ内に1人以上を維持

・遠隔地からの参加者の交通費負担、全国とりこぼさない



運営技術の共有と継承
・大会運営、新歓の地域をこえた情報共有場所が必要

　インターハイ、関東学連新人戦、対抗戦など、大学間の運営連携はごく一部

　新歓の取り組み向上で加盟員を増やす、より持続的組織へ

　オリエンテーリングを広める機会の増加

・開催負担の上昇や高度化にプロ視点から

　調査、計測、演出など高度化

　最新情報の提供など

・ノウハウの標準化、最低ライン、マナー教育

　渉外失敗、不成立、競技性、地図精度、無茶なスケジュールや依頼など

・大学大会の開催安定化に寄与



公認大会の開催要件
・公認大会の開催要件にディレクタとEA
・本来学生側にもディレクタ資格必須

・ディレクタは難しいのでインストラクタで代用

・ディレクタ資格は移行中

・JOAは別の資格制度構築予定

・公認大会とランキング対象大会



講習会の提案
・インストラクタ講習会はJOA会員（都道府県協会）主催可能

・初心者向けオリエンテーリング体験会の主催者を想定

・学連もJOA会員なので講習会を主催できる

・できれば毎年、せめて隔年で開催

・クラブ内に最低1人を維持

・遠隔地からの参加者の交通費負担、全国とりこぼさない
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